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＜＜開会式＞＞

1 ．開会のことば

2． あいさつ

3．祝辞

祝辞

15: OO～15: 20

東京都高等学校体育連盟研究部部長

東京都高等学校体育連盟会長

東京都教育庁指導部体育健康教育担当課長

元東京都高等学校体育連盟会長

庄司

奥秋

堀川

柿添

一也

將史

勝史

寳之

【講演】 15: 20～16: 20 60分 質疑応答10分

｢'' Sport'' という文化」～SportとSportsの違いから～

（社会の中の運動部活動一スポーツ教育の原点を考える）

筑波大学体育系教授 菊 幸

＜＜欽憩ZO分>>

【全国高体連研究大会報告】 各分科会7分16: 40～17 : 10

一臣（都立高島高等学校ソフトテニス専門部）

和彦（日本学園高等学校自転車競技專門部）

左門（都立日本橋高等学校ボート專門部）

千草（都立六本木高等学校バレーボール女子専門部）

阿部

堀越

柳澤

高倉

＜競技力向上＞

＜健康と安全＞

＜部活動の活性化＞

＜課題研究＞

【研究発表】 17 : 10～17 : 55 40分 質疑応答5分

＜課題研究＞

「運動部活動が育むものとは何か～部活動の存在意義についての調査～」

都立清瀬高等学校 鞠子智秋

く研究報告＞

「東京都高校体育連盟研究部滋賀県大会に向けた取り組み」

「運動部活動の存在意義についての東京都の調査研究、統計分析」

都立立川高等学校 田中康之

＜＜閉会式＞＞ 17 ：55～18: OO

1． あいさつ 東京都高等学校体育連盟副会長

く司会者＞東京都高等学校体育連盟事務局長

杉渕明子

浅見浩一郎

一~

大会日 巷
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研究大会に寄せて

東京都高等学校体育連盟

会長奥秋將史

令和元年度、第16回東京都高等学校体育連盟研究大会が、研究部を中心に各競技専門部の皆様

のご協力と関係者の方々のご支援により開催できますことを心より感謝申し上げます。本連盟は、

「競技力向上」 と 「研究」を両輪と捉えて活動しています。 この研究大会は、東京都高等学校体育

連盟に加盟する各専門部の体育・スポーツ指導者の資質向上を図ることを目的としています。

今年度は、 「競技力向上」 「健康と安全」 「部活動の活性化」の3分科会からそれぞれのテー

マについて発表が行われます。また、 この1月に滋賀県で実施された全国高等学校体育連盟研究大

会の報告も行われます。 これらの研究発表などが高等学校教育の一環としての体育・スポーツの

振興発展に資するものとなりますことを期待しています。

さて、昨年の夏、令和元年度全国高等学校総合体育大会「感動は無限大南部九州総体201

9」が、鹿児島、熊本、宮崎、沖縄、和歌山の5県において開催され、各専門部の先生方のご尽

力のおかげで成功裏に終了いたしました。東京勢の活躍も素晴らしく、陸上競技、新体操、体操

競技、 ソフトテニス、柔道、水泳、 レスリング、 ウエイトリフティング、ボクシング、 自転車競

技、 アーチェリー、卓球、バドミントン、サッカーで多くの優勝者を出すことができました。そ

の他の競技においても 「チーム東京」を合言葉に、選手一人ひとりが最高のパフォーマンスを発

揮し、観る人に勇気や感動を与えることができました。 これもひとえに各専門部の先生方の、熱

い情熱や深い愛情によるご指導の賜物と感謝申し上げます。

今年は、国民の興味・関心が高まる中、いよいよ東京オリンヒ・ツク・パラリンヒ°ツクが開催さ

れます。同年に予定している 「魅せる躍動北関東総体2020」は全国都道府県のご協力をも

とに全競技の開催が決まりました。世界のスポーツの祭典が自国開催され、国民の興味・感心は

さらに高まり、その年の高校生アスリートの躍動も大いに感じていただきたいと思います。本連

盟としても、全競技開催に向けて組織的に取り組んでまいります。 また、高体連が解決すべき課

題は体罰根絶、部活動の在り方、危機管理における健康や安全指導など課題山積ではありますが

皆様のご理解とご協力をお願い申し上げます。

結びに、本研究大会の開催に向けご尽力いただきました研究部を始め関係専門部の皆様や、会

場を提供していただいております目白大学を始め、ご支援いただきました多くの関係者の方々に

深く感謝申し上げご挨拶とさせていただきます。
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役員令和元年度第16回東京都高等

会長 奥秋將史

平池徳見 杉渕明子高橋あゆち
高坂仁

鯨岡廣隆
高野学

副会長 畑澤正一

浅見浩一郎

池戸成記 渡辺洋司 佐々木心哉高野幸代

栞原信一郎
鴻野誠
山田智美

参与

各専門部長

委員長 庄司一也

副委員長田中康之

委員 塩田伸隆
高倉千草
新井理仁

中塚義実

堀越和彦

征矢範子
牧野飛人

鞠子智秋 奥正克
真鍋健治 秋月隼
各専門部代表研究部委員

柳澤左門
阿部一臣
倉田あゆみ

運営役員

田中康之

中塚義実

高野幸代 齋藤香 奥田浩美

新井理仁

塩田伸隆

都立晴海総合高校

高倉千草

真鍋健治

新井理仁 征矢範子 秋月隼

総務

総務員

渉外・接待

会計

紀要

(表紙）

記録(写真）

宮石摩紀子

記録(録音・テープ起し）

受付

司会者

発表

全国高体連研究大会報告

奥正克

浅見浩一郎

鞠子智秋 田中康之

阿部一臣 堀越和彦 柳澤左門 高倉千草

ワ
白



令和元年度

第16回東京都高等

開催要項

東京都高等判交体育連盟に力畦乳する各専門部の体育･スポーツ握享者の資質

向上を図るために日ごろの研究指導の成果を発表するとともに高体連の直

面する諸問題についで岸R交換し､高等学校教育の一環としての体育･スポ

ーツの振興発展に資する。

l趣
巨
日

東京者隔等詞交体言謡

東京者畷育委員会

東京昔隔等巍体育蘂研謡Ⅱ

令和2年2月15日 (i) 15時00分～18時00分

目白大学新宿キャンパス 〒161-8539新宿区中落合4-31-1

西武新宿線「中井｣ ・都営大鈩線「中井」駅より徒歩8分

東凉都高等判交体育連盟力曜校の体育・スポーツ指導者

東凉者隔等学校の音賑動に興味関心を持つ指導者･研究者・学生

（1）講演識而 菊幸一氏侮破大学体育系我受）

(2)全国高鯛里研究大会幸皓課題研究・3分科会

（3）研究発表「東凉濁塙体璽形詰、

催

援

管

日

場

主

後

主

期

会

２

３

４

５

６

7参加者

8内 容

に提識します了※各発表テーマ・講負勾容は、 http://www.tokyo-kotairen.".jp

14時30分

15時00分

15時20分

9時 程 受付

開会式

講演 60分も 質窮芯答10分

一一休憩10ﾀテー

報告 各分雁陰･課題研究各7分

東輔偏累題岡移E 40分質認芯答5分

16時40分

17時10分

17時55分

壼轟
蓉
禮

10参加申込み

参加申し込みは、所定の用紙に必要事項を記入の上、各專門部で一括して申し込むも

個人の申し込みは、下記申込先に直闇雪洛する。

申込先〒190-0022 〒190-0022東京都立川市歩調2-13-5

束京都立立川高等判交内 田中康之

IhL O42-524=8195 FAXM2-5279906

原翻囿令和2年1月14日(火)必着
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【講演】

｢'' Sport'' という文化」～SportとSportsの違いから～

(社会の中の運動部活動一スポーツ教育の原点を考える－）
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弥
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、

〕

Ｊ

叩

~

~

~

~

~

蕊も

菊幸一

筑波大学体育系教授

《プロフィール》

富山県生まれ｡筑波大学大学院博士課程体育科学研究科単位取得退学｡教育学博士(1988

年､筑波大学)。体育社会学、スポーツ社会学を專攻。 1987年九州大学健康科学センター、

1990年奈良女子大学文学部､2003年筑波大学体育科学系を経て現職この間、 1992～93年

に英国レスター大学、米国イリノイ大学、 ミネソタ大学にて客員研究員、 2016～17年にオ

ーストリア・ウィーン大学にて客員教授。

1991年に文部省（当時）学習指導要領高等学校保健体育科指導資料の作成協力者となっ

て以後、同学習指導要領の作成協力者として3回の改訂に携わる。2018年告示の新学習指

導要領高等学校保健体育科では作成協力者会議の座長を務める。現在、 日本体育学会副会

長、同学会体育社会学専門領域代表、 日本スポーツ社会学会会長、 日本スポーツ協会国民

体育大会委員会副委員長、 日本オリンピック委員会アントラージュ専門部会委員など。

主な著書に、 『スポーツプロモーション論」 （共編著、明和出版、 2006年)、 『現代スポー

ツのパースペクティブ」 （共編著、大修館書店、 2006年)、 『｢楽しい体育」の豊かな可能性

を拓く』 （共著、明和出版、 2007年)、 『｢からだ」の社会学』 （共編著、世界思想社、 2008

年)、 『スポーツ政策論』 （共編著成文堂、 2011年)、 『よくわかるスポーツ文化論」 （共編

著、 ミネルヴア書房、 2012年)、『現代スポーツは嘉納治五郎から何を学ぶのか」 （編著ミ

ネルヴア書房、 2014年)、 『新版体育科教育学の現在』 （共著、創文企画、 2015年)、 『＜ニ

ッポン＞のオリンピック』 （共著、青弓社、 2018年）など。

4



「''Sport''という文化～SportとSportsの違いから～」
(社会の中の運動部活動一スポーツ教育の原点を考える－）

菊幸一（筑波大学体育系教授）

1． 「日本の」運動部活動－何が問題か？

l)少子高齢化による部員減少→部活自体が成立しない？

←(その構造的要因とは？：
Ⅱ■■■■■■■■■■■

）

2）勝利至上主義→エリート主義化と中途離脱？

←(その構造的要因とは？：
q■■■■■■■■■■■■

）

3）体罰・暴力・ハラスメント・

←(その構造的要因とは？
■■■ﾛ■■■■■■■■■

→これまであまり問題にされなかった？

）

4）教員の加重負担→ボランティアで成り立つ指導の限界？

←(その構造的要因とは？：
－

）

5）その他

（ ）

2．運動部活動の内容は「スポーツ」なのに、なぜ「運動」なのか？

l)スポーツ＝運動？ それとも、 スポーツ≠運動？

2） 「文化としてのスポーツ」 という言い方
Ⅱ■■■■■■■■■■■■

‐学校部活動では、 「運動部」 と 「文化部」の区分？

3）運動部が対象とする「スポーツ」 とは、どのような文化なのか？

3.SportとSportsの違いから考える''Sport''という文化

l) SportとSport且の違いとは？
（例） 「野球」は、なぜ「スポーツ」なのか？

2) "Sport''の語源->deportare (デポルターレ：ラテン語）

→desport (中世仏語)->Dispon(中世英語)-→ |sporte/spor1 ('6世紀英語）

行

0



3) "Sport''の意味の変遷
①「まじめで義務的な事柄からの気分転換、休養、娯楽」 （英語化した当初）

②「戸外で楽しまれるゲームや気晴らし」 （16世紀）

③｢野外での身体活動をともなう気晴らしや娯楽､特に狩猟や賭けをともなう

勝負事や見せびらかし」 (17～18世紀）
一ー一ﾛ■■ ﾛ■■ ﾛ■■ ﾛ■■ーーーーQ■■ Ⅱ■■ Ⅱ■■ Ⅱ■■ I■■ Ⅱ■■ Ⅱ■■ Ⅱ■■ Ⅱ■■ーーﾛ■■ーﾛ■■‐ーI■■ Ⅱ■■ Ⅱ■■ 1■■ Ⅱ■■ーﾛ■■ ﾛ■■一一ﾛ■■一ーﾛ■■ ■■■ーイ■■ q■■ Ⅱ■■ Ⅱ■■ Ⅱ■■ I■■一一ﾛ■■ー一ﾛ■■ ﾛ■■一■■■ ■■■ 1■■ 1■■一■■

④｢戸外で行われる競技的性格を持つゲームや運動を行うこと、およびそのよ

うな娯楽の総称」 （19世紀）

4） 「楽しさ」

．①～②

．③→④

の2類型

→苦しいこと （＝拘束） 「から」解放される楽しさ

-今苦しいこと （＝拘束）を「求める」楽しさ

4． 「サッカー」 という 「スポーツ」の発明-Spotizationとは何か？－

1)サッカーとモブ・フットボールの違いとは？

2）モブ・フットボールから、なぜサッカーとラグビー（＝近代スポーツ）は

誕生したのか？
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5．近代英国における課外活動の誕生一なぜ「学校運動部」は誕生したのか？－

l)近代以前のパブリックスクールの惨状
t

2） 「暴力禁止」 という教師側からの道徳的指導→限界

＜一＞一方で、夢中になって体を使って遊ぶ子どもたちの姿

↓
3）近代スポーツの誕生→ラグビー校卜マス・アーノルドの卓見

・キーワード＝「自治」 「自発性」 ＝＞ 「自由」から 「規律」が生まれる

＝「自己規律化」をめざす教育への転換(180度の発想転換）

・校庭から、 playingfield'~

・対抗戦（トーナメント、一発勝負）からリーグ戦へ

｢楽しさ」の延長をめざす＝安全な（非暴力的な）ゲームをめざす態度の

'化(spotization)=文明化自発的醸成＝スポーツ化(spotization)=文明化

！
牒外スポーツクラブと してのスポーツ教育|の誕生

4）英国社会における課外活動は、なぜ礼賛されたのか？

→近代スポーツの社会的性格によるく非暴力的性格を前提とする

＝ －

･教育的性格…人間形成、道徳的発達に役立つ

･禁欲的性格･ ･強い意志や努力を重視する

．倫理的性格･ ･フェアプレイや自己犠牲を尊重す

｡知的・技術的性格…技や知略を重視する

．組織的性格･ ･ ･ゲームの組み立てや社会集団を構

・都市的性格…都市のライフスタイルに対応する

近代社会の

ライフスタイルに

望まれる資質･能力

’る
ヨ二二

成する

一ー

ァスレティシズム(athleticism)

＝スポーツ礼賛

の社会的ムーブメントヘ

青

自発的な楽しみを基調とするスポーツ文化が出発点

→スポーツのこの文化的特性が十分に尊重されるとき、…
一

弓

／



6． 日本における課外運動部活動の導入とその教育的意義

Q？ ：なぜ、たかがスポーツを高等教育機関＝大学に積極的に取り入れたのか？

→本来の趣旨、理念＝西欧近代化モデルとしての課外スポーツ

（＝手段的＞ 目的的）

〈=＞後進国の教育的焦り （時間のなさ)、強制的権力の発揮

→ときには暴力へ

≠競争の過程の楽しさ く結果の社会的重要性

く個人→学校→国家の名誉や威信

l)教育の自立が孤立に変わるとき cf、戦後の教育委員会制度の誕生

・教育の論理＞社会の論理→社会を先導する教育

→非学歴社会における教育の尊重（大衆化された立身出世主義）

・メリットクラシー形成のための教育→教育礼賛と教育の手段化

・教育と社会の断絶？→ 「校門を出でず」

2）戦後日本社会における学校の教育独占と社会からの学校依存

・スポーツの場の独占と子ども／先生（指導者）の閉鎖的な空間

＝＞ 「チームワーク」 という名の疑似家父長的共同体の生産

・中学校や高校のシステム＝生徒の新陳代謝く指導者の保守化を助長

3） 「体罰」 という名の暴力発動の正当化と社会との矛盾

・教育的言説としての「信頼」 「愛情」 「愛のムチ」…

＝身内（共同体）の論理

・現代（グローバル）社会における「暴力根絶」 との温度差の拡大

一一方で、現代社会は、暴力ではない「興奮」をどこまで許容を‐一方で、現代社会は、暴力ではない「興奮」をどこまで許容されるのか

を探求する

･現代スポーツは、現代社会における人間の「興奮」を探求する可能性の場

スポーツによって、現代人は興奮の許容限度を知る→

掌
。「体罰」 「暴力」は、そのような現代スポーツへの社会的信頼を裏切る

。 〃 、教育への社会的信頼を裏切る

宜

I

→みんなのスポーツ・ ・

→＞生涯スポーツ ・ ・

→＞競技スポーツ ． ．

平等性と格差是正

生涯にわたるスポーツの文化的享受の一環

個性の伸長(oneofthem)

8

21世紀社会を支える運動部活動の社会的、文化的価値

を創出する運動部指導者の使命とは？



7．おわりに：スポーツの21世紀的価値（｢スポーツ宣言日本」2011.7）に寄せて

l) (スポーツの定義）

｢スポーツは、且壷的な運動の楽しみを基調とする人類共通の文化である」

2）スポーツは、その基本的な価値を、 自己の尊厳を相手の尊重に委ねるフェア
プレーに負う。

この相互尊敬を基調とするスポーツは、~ 自己を他者に向けて偽りなく開き、
他者を素直に受容する真の親善と友好の基盤を培う。

↓

近代スポーツの原点としての「社交」

3） 「何のための、誰のための」運動部活動なのか、を問い続けること

今「クラブライフ」 としてのスポーツ、の文化的享受の貴重な時空間

←「クラブ」 とは何か？

→第3空間としてのクラブの歴史社会的意義

～講演メモ～

9



運動部活動が育むものとは何か

～部活動の存在意義についての東京都の調査研究～

東京都高等学校体育連盟研究部

鞠子智秋（東京都立清瀬高等学校）

1． はじめに

すぐそこまで東京2020大会が迫ってきている。開催が決定し、 日本国内におけるスポーツに対する世間

の注目は増し、様々な分野での改革が進み、その成果を今か今かと待ち望んでいる状況である。

スポーツアスリートの育成土台を築き、長く牽引してきたのは学校体育とりわけ運動部活動であり、 この

独自の運動・スポーツ文化の発展は本研究大会でも紹介されている(平29島根大会)。現在、学校の部活動

をめく、ってさまざまな課題が指摘され、見直しを迫られている。平成30(2018)年3月、スポーツ庁は「運

動部活動の在り方に関する総合的なガイドライン」を策定し、 「高等学校段階の運動部活動についても本ガ

イドラインを原則として適用し、速やかに改革に取り組む」 と明記されている。正に、待ったなしで部活動

改革に本腰を入れて取り組むべき段階にきているといえる。

東京都高体連研究部は、東京2020大会を控えて注目度が上がるこの時期に、部活動の良さを広く訴える

ことが必要と考えた。今後の学校教育においても、 「部活動は有益」 というエピデンスを示す一助となるこ

とを期待する。本調査に関係する先行研究を探すと、千葉県の課題研究(平22兵庫大会)、福井県内調査(平

23)、 さらには運動部活動の在り方に関する調査研究報告～中学生・高校生のスポーツ活動に関する調査

研究協力者会議～(平9文部科学省)等にあたった｡その中で千葉県高体連は次のようにまとめている。 「以下、

引用文。 『運動競技の継続が「社会人基礎力」のような能力を高めるのは当然でわかりきったことだ」とい

う意見もあろう。 しかし、今研究の目的は分かり切ったことを客観的に表現することにある。 これらが発展

的に継承され､多くの指導者によって「人間（社会人）育成」に観点をおいた取り組みが成され､自信をもっ

て部活動指導ができる環境づくりの役に立つことになればありがたい｡」

私たち東京都も本調査研究が契機となり、部活動が育てているものはどのような力なのか？今後益々の発

展のために、部活動指導に必要な要素は何であるのか？全国の熱心な皆さんと共有し、熱い議論の展開へと

波及していくことを切に願っている。

2．研究調査の目的

本研究では、東京都内高校3年生を対象に部活動の参加実態とその意義を調査した。 この調査を通して明

らかにしたいことは、部活動経験者がどのような活動を通して、 どのような力をつけているのかを把握する

こと。そして、部活動が育んでいる教育的価値や財産及び育み切れていない力が何であるのか、課題を明ら

かにすることである。

3．研究調査の方法

（1）調査対象者

東京都内の12校（常任委員勤務校）を抽出し、在籍する3学年生徒全員を対象とした。

言受置三昔
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Ｓ
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２
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（2）調査方法

調査方法配票留置法による自記式質問紙調査

（3）調査期間

令和元年6月24日から7月15日

（4）調査内容

①基本属性（性別、所属部活） （設問0、設問A1-1から1 4)

②部活動活動実態(取り組み、役割、経験年数、入部動機、 目標に対する貢献、

間、頻度、活動満足度、休養日の過ごし方（設問B1から24)

③部活動の意義に関する質問（設問C1から18)

『社会人蕊礎力』とは

嬢濟窪鍵鐵謬主纏態庭種溌奮鑑識漣より､繊鰯や錘域識森驚多犠職人鍵逓織率奄録いくたゞ C1 :主体性
j > , ←

繊鍾錨譲錘嬢鐙的な力を?訟会人基蕊力《琴雰つめ擁力舎笈璽の鱸海霊奉》感凄む篭室義畿
主体性

活動に対する思い、活動時

一

C2 :働きかけ力

実行力 C4 :課題発見力

計画力 C6 :創造力

発信力 C8 :傾聴力

柔軟性 C10:情況把握力

規律性
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》

霧
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》
》
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》
》
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設問C1～12については、社会人基礎力vをわかりやすく文章化し、作成した。

設問C13～18については、運動部活動の在り方に関する調査研究報告（平成9年12月文部省）

を基にしながら作成した。

④質問紙作成にあたって

設問の作成にあたって、学習院大学教授長沼豊氏や名古屋大学准教授内田良氏から助言をいた

だいた。 （以下、東京都高体連研究部でまとめた）

「意義」について明らかにした調査研究は部活動の分野ではあまり見られない。特別活動学会においても同様。

いずれも「意義があるからやっている｣。研究としては「方法（どのようにやっているのか)」が多い。何が育ま

れるかを「社会人基礎力」でみる方法はある。 「非認知的能力」にあたる。 「OECDにおけるキー・コンピテン

シーについて」が参考になる （文部科学省HP) これらの資質・能力は、昔から言われていた「意義」を整理し

たものだと言える。このような概念を踏まえて質問紙に落とし込むとよい。設問0についてはジェンダーと性認

識は最近難しくて、 1 ．男性、 2．女性だけでなく、 3．明らかにしたくない人、 として（どちらにも○を付け

たくない人）のための選択肢を作っておく必要があるというのが一般的な流れである。

⑤調査結果の分析

調査分析にあたっては、業者委託をした。

委託先株式会社ムサシ・エービーシー東京都中央区TEL:03-6228-4810 FAX:03-3555-6039

アンケート内容を検討・作成し、業者にデータを送付。業者によって印刷、各学校へ配送。

アンケート実施後、各学校から業者に返送。データ集計からデータ納品までおよそ3～4週間程度。

データ集計の方法などについては、担当者との直接打ち合わせを何度か行った。

4．結果と考察

（1）調査対象の人数構成
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今回の調査を実施した総数は2647人で、その内男性は1207人・45.6％、女性は1307人・49.5％、明らか

にしたくないは132人・5.0％、入力不備は1人であった。

以後の表中では、データの誤差が所々生じている。誤差が生じる理由は、回答者による不備（例、一問一答

形式での複数回答、該当設問の回答をとばす、回答権限のない人が答えている、判読不明等）である。また、

掲載した表データの「明らかにしたくない｣、および「兼部」 と回答した数についての取り扱いについては、

集計の表には反映させず、男女合計の数値で考察やまとめに使用することとした。

（2）部活動参加の実態 ※各内訳は、表のとおりである。

全体割合(％）

1365 51．1

691 25－9

534 20

68 2．8

2658 99．8

2647 100

内訳(男）

686

186

228

36

1136

1207

内訳(女）

534

420

221

29

1204

1307

所届先

運動部

文化部

未加入

兼部（運動・文化）

合計（誤差有）

実施総数

内訳(不詳） ｜ 不備
44－

271－

44，－

31－

’'81-
1321 1

運動部は計1365人・51.1％であった。文化部は計691人・25.9％であった。部活動に加入していないは計

534人・20.0％であった。運動部と文化部の兼部は計68人・2~8％であった。

（3）調査対象部の人数構成

対象12校の運動部を種目別、および男女構成別に見ると、以下の通りであった。

尚、種目選択①～⑳の作成viにあたっては、文末脚注に記載した。

言笠間A1－2

所属する音1分舌動矛重目を選択して

くプごさし、。
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所眉弓する音曄舌重力種目を遅昌択して

くプごさし､。
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運動部のその他に該当する種目は、ダンス、少林寺拳法、山岳、ボクシング、弓道、 トライアスロン、ゴル

フ、フットサル、ボート、 ヨット、ブレイクダンス、バトン、格闘技であった。

文化部のその他に該当する種目は軽音楽部、和太鼓、茶道、華道、家庭科、漫画研究、箏曲、地学、天文気

象、パソコン、生物、服飾、 クッキング、フリーライティング、ボランティア、 クイズ研究、為替株式学習、

鉄道研究、電気技術研究、社会科研究、映画研究、モノポリー同好会、表彰文化研究、園芸、福祉、イラスト、

国際交流、ESS、 JRC、聖書研究等であった。

（4）部活動の意義～健全育成への貢献とは～

a部活動に所属する生徒
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【表l】は､部活動に所属する生徒と未加入者との設問C1～18までの結果をクロス集計したものである。

今研究では、アンケート集計結果を加重平均によって、回答の傾向を見ることとした。回答の選択肢は①当て

はまる、②やや当てはまる、③あまり当てはまらない、④当てはまらないとした。 【以下、表2以降では①～

④と表記する｡】この選択肢の①を1点、④を4点と設定し、最もよい回答を1点とした。加重平均をとるこ

とによって、選択肢に重みをつけ、生徒の回答がどちらに寄っているのかを見るためである。 【表，】
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この加重平均値の表から、社会人基礎力および

充足度への貢献状況は、運動部＞文化部＞未加

入という図式がほぼ全てに当てはまることがわ

かった。文化部く未加入と逆転した項目は、C

12 （スl､レスコントロールカ） とC14 (体

力・健康の向上）であった。 この結果は、部活

動に健全育成を担う力があるという傾向を示す
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間であることが示されたといえる。

b部活動に未加入の生徒

右の【表2．3】は部活動未加入者におけるC

1～18までの加重平均値である。 この結果か
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がわかった。
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【表4】部活動加入者の熱心さと身につけた力
部活動未加者の傾向から考察すると、取り組んで

いる活動そのものに意義や価値があることはもち

ろん、 どのように取り組んでいるかがとても大事

であるということ。つまり、熱心に取り組もうと

いう生徒自身の立ち位置が社会人基礎力や充足度

の形成に影響を与えているのではないかというこ

とである。

c熱心な生徒と身につけた力の関係

部活動未加入者の考察を踏まえ、部活動加入者の

熱心さと身につけた力の関係を【表4】にした。こ

の結果から熱心に取り組んだと回答した①と当て

はまらないと回答した④との差が0~4以上あるこ

とがわかった。 このことからも、いかに生徒自身

が熱心に取り組めるか、いかに指導者が生徒を

熱心にさせられるかが健全育成の鍵を握っている

のではないかと推察される。

d経験年数と身につけた力の関係

部活動種目の経験年数との関係を【表5】に示し

た。 この結果から経験年数が長い生徒の方が緩や

かではあるが、社会人基礎力や充足度によい傾向

が表れているといえる。また、経験年数の長い生

徒ほどC14 (体力・健康の向上）が高まったと

回答している。小学校や中学校から始めた種目の

活動を通して、健全育成への貢献が示唆される傾

向だととらえることができると考える。
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（弐重重力音E ‐文イヒ音E）

設問B1

音|玲舌動に琴､,､､に｣司又り糸目,Aぎで

し、ます力、？

<r〕

④
の
差

７

６

７

４

０

７

１

２

７

１

５

９

Ｇ

２

４

６

Ｒ

俎

２

４

均

③

２

４

４

３

３

３

６

ｏ

９

１

Ｂ

３

ｚ

４

４

８

Ｏ

３

３

ｚ

平

２

２

２

２

ｚ

ｚ

ｚ

ｚ

Ｌ

２

Ｌ

ａ

煙

ｚ

２

Ｌ

ｚ

ｚ

尋

爵

墾

、

菫

９

６

４

０

９

９

０

３

３

０

７

６

６

９

３

６

２

３

加

②

９

２

３

２

２

３

５

９

９

０

７

２

１

１

０

７

９

０

や

Ｌ

２

２

ワ

ー

２

つ

－

２

Ｌ

Ｌ

２

Ｌ

ｚ

ｚ

２

ｚ

Ｌ

Ｌ

ｚ

鐇

鳥

駕

緬

挙

懲

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

４

５

３

３

７

３

４

７

９

４

９

①

５

８

９

９

９

１

２

６

６

７

４

~~~~~~~~~~~

１

１

１

１

１

２

２

１

１

１

１

坐
壱
一
韮

言周査した力等

C1 二主体'|､生

C2 働き力､け力

C3 実イテカ

C4 言果攝垣癸言見力

C5 言十画力

Ce 倉ﾘi壹力

C7 発ｲ言力

C8 イ頃月恵力

C9 柔軟'|生

C1O ’1､青ｽ兄才巴主屋力

C11 夫見f聿‘|生

C12 ストレ戸疋コントローノレカ

カロ至工F均ｲ直の二F均

C13 喜び．いき力くい

C14 体力－ 6王j素ロブI尚j-上

C15 ,E,を高午ｲ±るｲ中同:、の升多成

C16 i皀求．高める楽しさ

C17 〉舌動をより少子きになる

C18 学木交生ﾗ舌への女子景夛響

力口重三F士句ｲ直の平均

２

６

３

４

４

６

１

３

６

０

３

④

３

４

５

３

３

糺

５

０

０

２

０

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

~~~
程

一

睡

一
帥

α
｜
睡
一

唖

社
会
人
基
礎
力

』
ロ
Ｐ
宇
陣

一

鱸

竪

１

７

３

７

６

７

饗

３

３

２

３

３

ａ
Ｑ
－
ｑ
－
ｑ
ｌ
ｑ
ｌ
ｎ
－
Ｑ
Ｑ

一

一

一

一

一

蕊灘
2－49 0．88

４

６

’

０

－

割

Ｏ

Ｓ

－

Ｏ

－

Ｓ

守

一

呼

一

ロ

⑪

－

１

－

０

１３

２

５

０

５

９

３

３

２

１

２

２

充
星
蔭

【表5】経験年数と身につけた力
言笠間B3

高木交音降舌雲カーで実方極してし､た飛車

目（内容）の糸至験年数↓まZ欠のどｵT

一です力、？

言周査しプこ力等

力

力､6年｣メ

ーヒ

き4～6

年末流h

＜1～S

令淳未ﾗ街
く
の
差南

－
２
９
乱
１
３
８
８
５
１
６
７

二

７

Ｏ

１

Ｏ

１

２

３

７

８

ｇ

５

菫
Ｌ
望
ｚ
些
ｚ
２
２
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ

口カ

》
｜
》

牢
一
四

主f本‘|生

1動き力、↓ナカ

実イテカ

言果是亘堯見力

言十匹国力

倉J｣戈豈力

発ｲ言カ

イ頃月志力

柔車欠'1生

‘|青易兄非巴主星力

夫見乖聿'1生

０

１

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１

ｌ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

函
一
弱
一
唾
一
四
一
ｍ
｜
樫
一

率

志
“
｜
花

酒
一
弘

１

２
ｌ
２
ｌ
２

２

２
ｌ
２
ｌ
１
ｌ
１
ｌ
１
ｌ
Ｉ

１
ｌ
１
ｌ
２
ｌ
１
ｌ
２
ｌ
２

２

１
ｌ
１
’
１
’
１

巽
一
Ｗ
｜
嘔
一
皿
一
ｍ
一
韮
一
如
一
副
一
釦

｜
即
一
印

社二

会ぞ 嘩

唖

一

》
唖
一
岬
一
型
岫
一

》

一

一

》

』
》
唯
一
》
一
睡
一
密

基
礎
‐
元

C12 ストレヱ＝1 房〆トローノレブコ

カロ垂菫弓zﾆ均ｲ直ワコミ平均

C13 喜乙〆・ し、きカミし､、

一
Ｂ

》

一

志

４１２ 2． 16
…

1－ ⑧9
…

1．84

》
岬

３２ワ
』

癖

５

９

９

５

７

９

５

６

７

７

~
~
~
~
~

１

１

１

１

１
呵

ｌ

Ｉ

１

託

一

岬

》

３
３
６
１
４
“
ｓ
》

６

５

５

７

６

ｓ

》

~
~
~
~
~

１

４

１

４

１

１

１

ユ

－

土

坤

蝉

１

４

０

１

２

５

４

５

７

６

１

１

１

１

１
．
，

輔
戦
製
踊
牲

上

成

さ

る

響

直

形

し

容

影

の
の
楽
に
好

》
《
》
》
》
一

七

℃

再

生

直

函
》
雪
韮
校
ィ

『

し

ｉ

雷

学

均
平

ふ
げ

室

４

５

６

７

８

口

画
ロ
ロ
ロ
ロ
カ

充

騨足晨

度

5． まとめと今後の課題

【表1～5】までの結果と考察から、部活動における健全育成への貢献と意義は示せたと考えられる。

そして、どんな力を身につけたのかを【表1】の数値結果から判断すると、 1点台の数値を示した主体性、

傾聴力、柔軟性、情況把握力、規律性であるといえる。また、充足度への貢献は？となれば、 「ほぼ全てに

当てはまる」 といえる。一方、もう少し育めるとよいと思われる力は、働きかけ力、実行力、課題発見力、

計画力、創造力、発信力であるといえる。今後の部活動指導の課題として受け止めたい。

東京都研究部が本研究を進める中で直面した課題もある。まずは数値の統計処理ができていない不完全

な調査であったこと、次に学校間比較や地域比較、各専門部比較などができなかったことである。また、

大規模な調査を進めていく上での難しさもあった。組織的かつ効率的な研究のためのメール会議は便利な

ようで十分には機能せず、小規模な作業グループを組み、顔をつけ合わせながらの方が効果的だった。

研究を進めるために必要なスキルの問題、データ処理についての業者との打ち合わせ等、初めてのケース

に研究部員が不慣れで、意見交換を十分にできなかった難しさもあった。 しかし、東京都のわずか12校

の実態調査とはいえ、部活動の意義に光を当てるきっかけと傾向を見出したことには価値があり、東京都

研究部としても課題研究に挑戦することが財産にもなった。本研究を契機として、研究の益々の発展や全

国的な波及効果を期待している。
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1 千葉県の課題研究：運動部活動と社会人育成～社会人基礎力をはじめとする社会のニーズと運動部活動の
方向性～（平成22年度兵庫県大会）今日、企業や社会が求める即戦力となりえる人材の育成は教育界に託
されていると言ってよい｡その中で部活動指導が大きな力となっていることは私たちの実感として感じてい

るところである。 「運動部活動による人間育成」の意義づけを進めるためには、将来活躍する舞台である「社

会のニーズ」 との関連付けが必要であると考え、 「人間育成」に対する評価の指標として経済産業省が提唱
する「社会人基礎力」を用いて調査を行うことにした。この調査では、運動部加入生徒と未加入生徒（ここ
に文化部を含める） とで比較した。

i1 福井県内調査：平成22年度の千葉県の課題研究発表を受け、県内3つの校種の違う学校で調査をした。対

象は指導者58名（回収分） と生徒706名（回収分） となった。

iii 運動部活動の在り方に関する調査研究報告～中学生．高校生のスポーツ活動に関する調査研究協力者会議

～（平9文部科学省） （以下、要旨一部抜粋）運動部活動の意義としては，次のようなことが考えられる。

（1） 喜びと生きがいの場 （2）生涯にわたってスポーツに親しむための基礎づくり

（3） 体力の向上と健康の増進（4）豊かな人間性の育成 （5） 明るく充実した学校生活の展開

運動部活動は，学級や学年を離れた集団の中で生徒たちが，互いに認め合い，励まし合い，汗を流し，協力

し合い，高め合いながら， 自発的・自主的に活動を展開するものであり，生徒にとって，友情や連帯感をは

ぐくみ， 自己の存在や責任を見つめ，努力や忍耐， スポーツマンシップ，思いやり，集団生活のルール等を

身に付ける場となっている。それは，成就感や達成感，時には挫折感も味わう中で，各生徒が， 自ら学び，

考え，判断し，行動し， よりよく問題を解決する能力をはぐくみ，また， 自らを律しつつ他人を認め協調す

る心を養い,人間として成長していくものであり，まさに中央教育審議会第一次答申の示す｢豊かな人間性」

をはぐくむ機会であると言える。

言い換えれば，運動部活動は，生涯にわたってたくましく生きるための体力や健康の基礎を培うことと相ま

って，生徒の「生きる力」の育成に大きな意義を有している。

iv調査対象者の抽出については、部活動の意義を最も実感していると思われる3年生を対象とすることとし

た。そして、東京都内の東西南北の所在位置関係、都立・私立・国立等の設置者、普通科・商業科・工業科

など様々な条件を網羅してバランスよく調査するつもりで検討していた。しかしながら、アンケート作成の

難航や業者選定、アンケート実施や実施期間への理解・協力などの諸課題があった。それらを限られたスケ

ジュールの中で解決することが求められた結果､常任委員勤務校での実施が妥当であろうという結論に至っ

た。

v社会人基礎力とは、 「前に踏み出す力｣、 「考え抜く力｣、 「チームで働く力」の3つの能力（12の能力要素）

から構成されており、 「職場や地域社会で多様な人々と仕事をしていくために必要な基礎的な力」 として、

経済産業省が2006年に提唱。 「人生100年時代」や「第四次産業革命」の下で、 2006年に発表した「社会

人基礎力（＝3の能力／12の能力要素)」はむしろその重要性を増しており、有効。一方で、 「人生100年

時代」ならではの切り口、視点が必要となってきているとして、平成29年度に開催した「我が国産業にお

ける人材力強化に向けた研究会」において、これまで以上に長くなる個人の企業。組織・社会との関わりの

中で、ライフステージの各段階で活躍し続けるために求められる力を「人生100年時代の社会人基礎力」

と新たに定義しました。新たに加わった3つの視点は、 1）何を学ぶか、 2） どのように学ぶか、 3）どう活

躍するか、である。

vi部活動の種目選択①～⑳の設定経緯：運動部は、東京都高等学校体育連盟HP内に記載のある各競技別問い

合わせの中から19を抽出し、抽出しきれなかったものを20番目その他とした。また、文化部は平成34年

度第46回全国高等学校総合文化祭の開催の内定を参照し、開催部門と称された種目19部門を採用し、そ

の他を20番目とした。集計をしてみると文化部のその他については、各校で様々な名称が混在しており、

分類することが難しい現状であった。
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第54回(滋賀)全国高等学校体育連盟研究大会課題研究計画書:2019.10.31
まりこともあきふりがな

東京都高体連研究部

所属鞠子智秋申請者氏名

〒204-0022

東京都清瀬市松山3－1－56 都立清瀬高等学校内
東京都高体連研究部鞠子智秋
電話042-492-3500 FaxO42-491-9491

鞠子智秋<Tomoaki_Mariko@member.metro.tokyojp>

〆

申請者連絡先
〒190－0022

東京都立川市錦町2－13－5 都立立川高等学校内
東京都高体連研究部委員長田中康之
電話042-524-8195 FaxO42-527-9906

田中康之<Yasuyuki_Tanaka@member.metro@tokyojp>

磯究ﾃｰ▽ ｜運動部活動が育むものと．
| どのような課題に対応した研究であるかkeyword

l部活動意義健全育成の≦keyword

運動部活動が育むものとは研究テーマ

部活動意義健全育成の実keyword

何か～部活動の存在意義についての調査～

の形で示すこと

態教育的価値社会人基礎力充足度見える化

研究目的(何を､どこまで明らかにしようとするのか､焦点をしぼり､具体的に記入すること｡）

東京都内の高等学校にアンケート調査を実施する。（できれば､都立､私立どちらも対象としたい）
東京都の部活動が種目技術の他に､健全育成の観点において育んでいるものが一体何であるのか､実態を調査
する。

調査対象は､東京都内の高等学校に所属する3年生とする｡運動部･文化部･未加入の生徒で構成し､東京の実
態を把握できるような調査対象設定をする。

健全育成の観点においては、千葉県が先行研究をした『運動部活動と社会人育成』～社会人基礎力をはじめとす
る社会のニーズと運動部活動の方向性～で取り上げた(旧｢社会人基礎力」(経済産業省)現｢人生100年時代
の社会人基礎力｣2017年度改訂)研究、および運動部活動の在り方に関する調査研究報告～中学生･高校生の
スポーツ活動に関する調査研究協力者会議～(平9文部科学省)を基にしながら、質問項目を作成する。

この調査研究において明らかにしたいこと～

部活動を通して健全育成がどのように行われ､社会に出て通用する力を身につけているのかを把握すること｡そ
れによって､東京都の部活動が育んでいる教育的価値や財産を明らかにする。一方で､育みきれていない課題と
なる要素の把握など､今後の部活動の存在意義を問い直す機会としたい。

研究計画｡方法(研究目的を達成するための研究計画と方法について研究経費との関連も含めて具体的に記入すること｡）

2018.12月質問内容について千葉県(先行研究)、有識者からの情報交換や収集
2019. 1月質問項目の叩き台作成

2月東京都研究大会での中間発表､会場内でのアンケート項目についての意見集約
4～6月アンケート項目の決定･膨大なアンケート実施となるので､アンケート集計他依頼できる業者の選定
6～7月アンケート実施｡回収

6～8月データ集計と解析(業者とのやりとり）

8～10月東京都研究部によるアンケート結果の考察･原稿まとめ
◇研究経費は､東京都高体連の費用を活用する。予算は70～80万円とする。
業者選定の際には､2社から見積もりを算出してもらい､決定する。
アンケート用紙代、印刷代､郵送費、業者依頼費用は業者との契約に盛り込まれるよう依頼する。
各会議場所費用、会議交通費等の支出が見込まれる。

研究の特色

･東京都の部活動所属人数の多いことを有効活用をしたこと

･｢部活動意義｣を見える化、「健全育成の実態｣を見える化したこと

･今後の指標となる考察や知見を得ることで『できる化』の波及効果(全国的な調査の拡大)を期待したこと
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＜研究報告＞

「東京都高校体育連盟研究部滋賀県大会に向けた取り組み」

東京高等学校体育連盟研究部

【課題研究の取り組み、発表までの経過】

令和元年度全国高体連研究大会において、東京都高等学校体育連盟研究部は運動部活動

の存在意義についての調査の結果を発表しました。この度の発表の目的は、東京都の部活動

を「見える化」 し、今後も持続・発展していくために、 「部活動が有益である」 というエビ

デンスを示すことでした。そのために臨時の常任委員会を開催し、調査内容の吟味、調査票

の作成、調査対象校の検討、調査結果集計、結果分析考察と手順を踏み、 この度の全国高等

学校体育連盟研究大会の発表に至りました。発表までの取り組みは、鞠子智秋先生（東京都

立清瀬高等学校）が中心となり、メールでの情報交換や臨時の常任委員会での意見交換が行

われ、研究部が一体となり、部活動の存在意義の追究・整理をしました。今後さらに研究部

が組織的な協力体制をつくり、研究活動を発展させるものと思います｡各專門部とともに連

携をとりながら研究部がますます活性化されるよう、今後ともご協力の程、宜しくお願い致

します。以下の通り、東京都高等学校体育連盟研究部の活動経過を報告いたします。

2019年4月16日、常任委員会、 日程確認

22日、課題研究作業部会①（池袋レンタルルーム）質問項目の検討

5月2日、質問項目の検討、プレテストの検討（池袋レンタルルーム）

3日～15日、質問項目の指導と助言（長沼氏、内田氏）

23日、調査項目の検討、業者選定、プレテスト報告（筑波大学附属高校）

調査依頼・分析に向けた準備、予算の確認、協力校の選定

6月上旬、質問項目が決定

6月13日、ムサシ・エービーシー担当との打ち合わせ

7月 ~2日、進捗状況の確認と今後の予定（筑波大学附属高校）

8月10日、データの共有と今後の進め方（筑波大学附属高校）

9月17日、データ分析と考察について（筑波大学附属高校）

10月 1日、データ分析と考察について（筑波大学附属高校）

10月10日、全国大会紀要原稿作成にむけて（筑波大学附属高校）

10月17日、全国大会紀要原稿作成にむけて（筑波大学附属高校）

12月 9日、発表資料（パワーポイント）、確認、修正

2020年1月16日、全国高等学校体育連盟研究大会（滋賀県）での発表

【全国研究大会発表、その後】

全国高校体育連盟研究大会での発表後の質疑応答では、統計学による分析方法を用いて

いないことが指摘され､東京都高校体育連盟研究部は調査資料について、検定を用いた分析

を行いました。資料の統計処理は、木村元彦さん（専修大学）にご協力いただき、 「部活動

が育むものは何か｣、 「部活動の指導の在り方について」の検討を試みました。
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1

＜研究報告＞ 「部活動の存在意義についての東京都の調査研究、統計分析」

都立立川高等学校田中康之

専修大学木村元彦

【研究目的】

研究の目的は部活動の参加実態とその意義を調査し、部活動に内在する意義を「見える

化』する。さらに、部活動経験者がどのような活動を通し、どのような力をつけているのか

を明らかにすることで、 よりよい部活動指導の環境づくりへ提言する。

【データの分析方法】

＊対象者東京都内12校（常任委員校）に在籍する3年生を対象とした。

＊実施日 6月24日～7月15日

＊統計処理

各測定項目における社会人基礎力の差は、一元配置分散分析を行い、F値に有意差がみら

れた場合、Tukey-Kramer法による多重比較を行った。データ分析には、統計解析ソフトR

version3.5.0を使用した。いずれの場合も、危険率5%未満をもって有意差ありとした。

本研究を実施するにあたり、対象者には研究データとして用いる可能性のあることを書

面により説明し、同意が得られた対象者が本研究に参加した。なお本研究は、高校体育連盟

研究部常任委員会の承認を得て実施した。対象者は高校生2,234名であった。アンケート用

紙の項目に空白や、単一回答のところを複数回答しているデータは欠損値として扱った。

【分析項目】以下のアンケート調査項目について分析した。

○部活動加入群と部活動に加入していない群の社会人基礎力の比較

○「活動」に関する充足度と社会人基礎力合計得点の関係

． 「活動」が喜び・生きがいである （設問C13)

． 「活動」を通して、体力・健康が身についた（設問CI4)

． 「活動」を通して、心を許せる仲間ができた（設問C15)

．｢活動」を通して、好きなことを追求したり、高めたりする楽しさを味わった（設問C16)

． 「活動」を通して、行っている活動がより好きになった（設問C17)

。 「活動によって、明るく充実した学校生活を過ごすことができた（設問Cl8)

・部活動（校外での活動）に熱心に取り組んでいますか？ （設問B1)

【結果】

○部活動加入群と部活動に加入していない群の社会人基礎力の比較

部活動加入群と部鋤に加入していない群の社会人基礎抑比較

所属部活動 1運動部(同好会含む） 2.文化部(同好会含む） 3部活動に加入していない 分散分析
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→・ 「前に踏み出す力」「考え抜く力」は運動部、文化部ともに部活動に加入していない者に

比べ、有意に高かった。

． 「チームで働く力」は運動部が文化部や部活動に加入していない者に比べ、有意に高か

った。

． 「社会人基礎力」は運動部、文化部ともに部活動に加入していない者に比べ、有意に高

かった。

○「活動」に関する充足度と社会人基礎力合計得点の関係

「活動」が喜び・生きがいである （設問C13)
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→「活動」が喜び・生きがいであるに「当てはまる」 と解答した者ほど、

社会人基礎力が有意に高かった。

「活動」を通して、体力・健康が身についた（設問C14)

「活動」を通して、心を許せる仲間ができた（設問C15)
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→「｢活動」を通して、体力・健康が身についた、 「活動」を通して、心を許せる仲間ができ

た』に、 「当てはまる」 と解答した者ほど、社会人基礎力が有意に高かった。

.｢活動」を通して、好きなことを追求したり、高めたりする楽しさを味わった（設問C16)

. 「活動」を通して、行っている活動がより好きになった（設問C17)
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→ 『｢活動」を通して、好きなことを追求したり、高めたりする楽しさを味わった。

「活動」を通して、行なっている活動がより好きになった」に、

「当てはまる」 と解答した者ほど、社会人基礎力が有意に高かった。

． 「活動によって、明るく充実した学校生活を過ごすことができた（設問C18)

・部活動（校外での活動）に熱心に取り組んでいますか？ （設問B1)
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→ 『｢活動」によって、明るく充実した学校生活を過ごすことができた、

部活動（校外での活動）に熱心に取り組んでいますか？』に、

「当てはまる」 と解答した者ほど、社会人基礎力が有意に高かった。

【結論】部活動が育むものは何か

部活動に加入する生徒は、『社会人基礎力』を育む。部活動に加入して取り組む生徒は「前

に踏み出す力」 「考え-抜く力」を育み、 「社会人基礎力」を高める。運動部活動において活動

する生徒は「チームで働く力」を育むことがわかった。

【運動部活動の指導の在り方について】

生徒が部活動において「好きなことを追究したり、高めたりする、楽しさを味あわせ、心

を許せる仲間を作り、部活動が好きになる」魅力的な指導と、生徒が部活動で「体力・健康

を身につける」活力を引き出す指導、 さらに生徒が部活動に「喜び・生きがいを感じて熱心

に取り組み、明るく充実した学校生活を過ごすこができる」充実感をもたらす指導が、運動

部活動の指導の在り方として大切であると考える。
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東京都高等学校体育連盟「研究部」規約

第一章 名称及び事務局

本研究部（以下「本部」 という）は、東京都高等学校体育連盟研究部と称する。
本部の事務局は、会長指定の高等学校におく。

条
条

１

２

第
第

第二章 目 的

本部は、東京都高等学校体育連盟が教育活動の一環として実施する体育・スポーツ活動に関する調査並びに
研究を行い、その発展に寄与することを目的とする。

第3条

第三章 事 業

本部は、前条の目的を達成するために、次の事業を行う。
1） 競技力向上、普及振興、安全対策に関する調査研究

2） 研究会並びに講習会の開催
3） その他本部の目的達成に必要な事項

第4条

第四章 組織及び委員

本部は、各競技専門部及び定通制部から選出された委員を以て組織する。
委員の任期は、 2カ年とし、再任は妨げない。

第5条

第五章 役 員

本部に下記の役員をおく。
1） 部 長 1名

2） 副 部長 2名 （1名は委員長及び本連盟の常任理事を兼ねる）
3） 常任委員 10名

4） 監 事 2名
役員は、委員会において選出する。
役員の任務

1） 部 長部長は、本部を代表し、会務を統括する。
2） 畠'｜部長副部長は、部長を補佐し、部長事故ある時はその職務を代行する。

委員長を兼ねる副部長は、会務を執行する。
3） 常任委員常任委員は、会務の企画、運営にあたる。

4） 監 事監事は、本部の会計を驍査する。
役員の任期は、 2カ年とし、再任は妨げない。補充によって就任した場合は、前任者の残任期間とする。

第6条

条
条

７

８

第
第

第9条

第六章 会 議

委員会は、委員を以て構成し、必要事項を審議決定する。
常任委員会は、役員を以て構成する。常任委員会は、部長が招集し、必要事項を審議する。なお、緊急事項
が生じた場合は、常任委員会で審議決定し執行する。
執行内容については、委員会に報告しなければならない。

条
条

０

１

１

１

第
第

第七章 会 計

本連盟の一般会計・研究部費その他を以てこれにあてる。
毎年4月1日に始まり、翌年3月31日に終わる。

条
条

２

３

１

１

拮
弔
持
弟

本部の経費は、
本部の会計は、

第八章 附 則

本規約は、本連盟常任理事会の議決を得て変更することができる。

本規約は、平成13年1 1月16日より施行する。
(経過） 1． 平成19年4月26日第一次改定

2． 平成21年4月 18日第二次改定

条
条

４
１
Ｆ
ｂ

ｌ

ｌ

帝
弔
儘
弔

役員の選出に関する細則

1)部長は、都内高等学校長より選出する。
2)g'1部長2名(1名は委員長及び常任理事を兼ねる）は、委員の互選により選出する。
3)常任委員は、委員の互選により10名を選出する。

（各分科会代表3名、団体種目系3名、個人種目系2名、武道系2名）
4)委員は、各専門部・定通制部の互選とする。 （各専門部より若干名、定通制部より1名）
5)監事は、委員の互選とする。

23



東京都高等学校体育連盟

く研究部＞ 組織と名簿 令和元年 勿廻年興

電 話 | FAx 研究部役職所在地役臓*， I 氏 名 ’ 尊'』11割 属系 勤務校

個ﾉ､都立I'尚海総合
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田仲都立1 1本椛

田は都立清瀬

団体都立小金ﾉ|:北

団体都立六本木

個人筑波大学附屈

武,画都立美原
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佃体都立第一|淵業

団体 私立中央大学商

圏人 部立若葉総合
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保健体fう庄司一也 中央区HI1i海1-2-1部反 体操女 都高体連M1l会103－3531 5021 03－3531－502410．4－()053

副部反
(委員長

保健体育田中康之 立川市錦町2-13-5l＋、､，労一一 都面体連常任理1F042-524-8195 042-527-9906190－0022

副部浪
副委員渋

保健体育中塚義実 岡'1委員I文京腱大塚1-9-1l＋、､ノヲ丁､一一 1 12－0012 O3-3941-7176 03-3943-0848

第］分科会チーフ 英語

第2分科会チーフ 英語

第3分科会チーフ 保健体育

i 保他体育

地雁

保健体育

保健体育

理科(化学）

理科(化学）

保健体育

英語

社会

ILI語

常任委員 阿部一臣

堀越和彦

柳澤左門

鞠子智秋

奥正克

高倉千草

征矢範子

秋月隼

塩田伸隆

眞鍋健治

新井理仁

牧野飛人

倉田あゆみ

東京都板確区高島VZ3-7-］
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文京区大塚1-9-1

大''1区大森東1-33-1

府! ' 1市押立町4-21
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渋符|又鉢山町8‐ l

文京区祥ljl-l3 27

稲城市坂浜143~1－3
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征矢範子陸上競技男子

曽根原龍大陸上競技男子

黒須崇仁 ｜囎上競技女子

笹川浩司陸|競技女了・

杉浦翔太 ボクシング

高倉千草 ′ﾎﾚｰﾎｰﾙ女う､

阿部一臣 ：ノブi､テニメ女・f

古志野潤哉体操男子

新井理仁ソフトボール

奥正克ハンドボール

田中康之サッカー

牧野飛人 ’|次式野球

須郷一史ウ≦『卜 !'ﾌﾃ↑ﾝ』

青木茉奈美，《難ケゾI 兼-’聖堂

瞬驫 勤務校

棚人筑波大学附属

側へ l｣本大学豊山

個人江戸川女子一

脚､都立板橋

政,蘭都立隅' 1 1工業

団体都立六本木

個人都立I胃j島

個人成城

剛体都立第一|笥業

団体都立小金井北

､体都立立川

団体私立!''央大学I閉

旧人千代冊I灘立九段中零敷育学校

団体昭和第一学脚

都立板橋

都立隅' 1 1工業

所在地

文京区大塚l－9－l

文京区大塚5-40-1(｝

江戸川区東小岩5-22-I

板橋区大将I］l－54－1

江東区森下5－1－7

港区六本木6-16-36

束京都板橋区高島平3-7 l

新宿区原町3-87

渋呑区鉢山町8‐ l

小金ﾉ|:市緑町4－1－l

立川市錦町2-13-5

文京区春同1－]3－27

千代111区ﾉL段北2-2-1

束京都立川IlJ栄Ⅲ1.2-45-8
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常任委員

FAX

O3-3943-0848

()3-3943-1991

03-3659－4994

03-3959-6591

03-3846-6683

03－5411－7367

03－338－4057

03－3341－3165

03－3463-2050

042-382-9522

042-527－9906

03-3814-5278

03-3283-3'199

042-537-6880
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数学
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風系 勤務校

川体早稲田商等学|塊

個人都立三lロ

武,働桜lT1 l~'学・高等学校

、体大照文化大学第一

凹人東京都立第1必商業

腿ﾉ、 日本学|刺

俄人 ｜ |木大学豊山

偶ヘ都立若葉総合

武洞 ｜ |本工業大学駒場

武酒都立王子総合

武繭都立美原

武遇都立府! '』東

武,画 Iﾘ1胎大学付属中野

氏 名

野中純

佐藤貴文

眞鍋健治

今井純

糸園容子

堀越和彦

田中玄太

倉田あゆ鳥

高田丈裕

安海友貴

秋月隼

塩田伸隆

六車健吉

‘専門部
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自転車競技

卓球男千

京球女子
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ライフル射撃

所在地

練馬区上石神井3-31 ｜

東京都港区三I II l-4-46

北区滝野川l-51 l2

東京都板儒区高島平1 9 ]

練馬区貫井3丁目45番l9f

樅H1谷区松原2－7－34

文京区大塚5-40-1O

稲城市坂浜1434-3

H黒区駒場1-35-32

北区滝野川3-51 7

大田区大森束l-33-l

府中市抑立町4－21

中野区東' ' 1野3-3-4
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IrAX 教科

03-3928-4110 数学

03-3453-2899 ! 保健体育

03-3949-0677 附任委員 保健体育

｜地雁公民科O3-5399-7891

03-3926-7040 英語

03-33"-肘987 第2分科金ﾁｰﾌ｜ 英語
03-3943-1991 情報

042-350-0303 監事 国語

｜ 保健体育()3-3467-2165

03-3576-0615 保健体育

03-3764-3芯54 附任委員 ｜理科(化学）

042-369-8506 常任委員 理科(化学）
割『 (美術）O3－3368－3113

T
Ⅱ■■■■■■■■■■■■■

'77-0044

108-0073

1 14-855‘l

l75-8571

176-OO21

156-00’'3

112-0012

206-0822

153-8508

114－0023

143－0012

183－0012

164-0003

安

全

健
康
と
安
全
）

第
二
分
科
会

13矛，

教科

ｼ」.‐冬

1ZL=
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数学
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英諦
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保健体育

保純体育

保健体育

英語

英語

数学

国語

地歴

保健体育

理科

英請

数‘芋
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氏 名 専ilW部

中島弘貴テニス

平野真央体操女子

稲井祥紀 ゾラi･ﾃﾆｽ男子

徳田泰宜ﾊﾚ ﾎｰﾙ男~F

伊賀章子スケート

鞠子智秋サッカー

中塚義実サッカー

中村豪介 γ‘ Ⅱ…~ ボー‘

君塚善宏柔道

松坂輝夫剣道

児玉朋隼相撲

田中鶏郎なぎなた

柳澤左門ボート

櫻井幹久登山

渡部絹江千ｱﾘｰﾃｲﾝｸ

津田弘毅バドミントン

滝田裕幸スキー

田草川直希ラグビー

エ藤慶之少林寺拳法

属系 勤務校

鯛へ薗士兄

個）、大妻女子

鯛人都立豊多摩

而休Ⅱ木大'羊櫻丘

燗人法政大学

i刊体都立消湘

団体筑波大学附属

団体麻布

武通巣Wル

武涌都立墨、川

武,、明治大学付属' | '野

“文化学|弱大学杉並

団体都立日本橘

団体安、学園

剛t都立文京

脳'､都立調布南

仙′､麻布

団体都立墨田工業

“帝京

所在地

練馬区中村北4-8-26

千代田区三番町l2

杉並区成｢11西2-6-18

世旧谷区桜上水3-24-22

三鷹市牟礼4-3-1

滴瀬市松山3-1-56

文京区大塚1-9-1

堆区元麻布2－3－29

豐島区上池袋1-21-1

塁出区東向島3-34-14

1 1'野区東中野3-3－'1

杉並区阿佐谷南3-48-16

塁田区八広1-28-21

塁|』区横網2-2-25

豐烏僅西巣鴨1 1 5

束京都捌布『|i多摩川6-2-1

港区元淋布2-3-29

江東区森下5-1 7

板楴|ﾇ稲荷台27-1

j苧V里。 ニイ
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O3-3999-2136

03-5275-6057

03-3393-1331

03-5317-93()0

0422-79 6230

0 12-492－3500

03 3941-7176

03-3“6-6541

03-3918-531 1

03－361 1－2125

03－3362－8704

03-3392-6636

03-3617－1811

03－3624－2666

03－3910－8231

042－483－0765

03-3446-6541

03-3631-4928

03-3963-6385
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176-0023

102－8357

166－0016

156－0045

181－0002

204－0022

1 12－0012

106-0046

17()－0012

131－0032

1M－0003

166－00041

131－0().'11

130－8615

170－0001

182－0025

106－0046

135－0()04

173-8555

FAX

O3-3999-2129

03-5275-6093

03-3398-3746

()3-3304-4328

0422-79－6261

042-49]-9491 常任委員

03-3943-08'18 岡'1委員長

O3-3444-2337

03-3918－5305

03－3612－6123

03-3368 3113

03-3391-8272

03-3612-5396 第3分科会ﾁー

03－3624－2668

03－3915－9886

0 ''2－483－7091

03－3“4－2337

()3-3846-6638

03－3963－2430
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令和2年度東京都高等学校体育連盟研究部調査用紙

◎令和元年度･令和2年度の2年任斯を原則とし､任期の継続をお願いします。
なお､研究部員は､専門部から複数名鑓していだくことも可能です。
※印欄の内容は､委員名簿には掲載しませんが､連絡に使用させていただき
たいので、是非ご記入下さい。

専門部名

識;での連絡体制にご協力ください※E--'r職

令和2年度東京都高体連研究部 令和2年4月21日（火）委員会開催予定日提出期限令瓢2年4月7愚（火）

提出先 研究部委員長 田中康之

篭一ma蘭

◇農の調査内容域､慮則、E－m謎Iで､ご報◇農の調査内容は､慮則、E－m謎Iで､ご報

都立立川高校 090-3901-7047

YasuvL“了 擁aka鋤了1ember Ｑｙ
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､狸）

告願います。

※この書式をデータとして必要な場合､東京都高体連ホームページからダウンロードできます。

または、田中宛にメールでご連絡下さい｡添付ファイルとしてお送りします。
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研
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部
員

研
究
活
動

よみがな

氏 名

勤務先

学校名

勤務先〒

勤務先

電話番号
所属希望

分科会

都高体連研究活動
(研究発表など)に協力いただ
いた専門部

令和2年度以降に､ご協力をお藤いしたい専門部

ご協力(専門部として研究発表)の予定

第一希望に。

第二希望に○

勤務先
住所

ﾌｪﾝｼﾝｸﾞ､空手道､剣道､柔道､ホ・ｸｼﾝｸﾞ､少林寺拳法、弓道､相撲、
サッカー､男子ﾊﾞﾚｰﾎｰﾙ､男子ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ､女子ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ､ラグビー、
ｱﾒﾘｶﾝﾌｯﾄﾎﾞｰﾙ､ｿﾌﾄﾎﾞｰﾙ､､ﾊﾝﾄﾎｰﾙ､ホッケー 、軟式野球
テニス､アーチェリー､陸上競技､水泳､ハ・ﾄﾞﾐﾝﾄﾝ､スケート､体操男子､ボート

･第1分科会(競技力向上） ・第2分科会(健康安全） ・第3分科会(部活動活性化）

バレーボール女子、スキー､ 'ツェイトリフティング、富戦車競技、

卓球女子、レス1ノング､ライフル射慈､体操女子､ソフト予巽ス勇鳥'iリ

ソフトテ寡x女子-､なぎなた、 、登11．1

令和2年度令和3年度令和4年度 ※○印を

携帯電話番号※

メールアドレス※

E…諏鐙iI

アドレス ※

勤務先Fax

(担当教科）

専
門
部
報
告

'(競技力向上の取組み）

（健康安全面での取組み〉

（部活動活性化＝普及活動での取組み）

（専門部として取り組んでいる研究） －－

(競技力向上の取組み）

(健嬢安宝鹿での取組み〉

(部活動活性化＝普及活動での取組み）

(専門部として取り組んでいる研究）


